
平
成
十
九
年
八
月
一
日
（
水
）
か
ら
四
日
（
土
）
ま
で
、
鎌
倉

仏
教
研
究
会
に
参
加
し
、
台
湾
に
お
け
る
仏
教
を
中
心
と
し
た
諸

宗
教
事
情
を
視
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
同
研
究
会
は
、
立
正

大
学
名
誉
教
授
中
尾
堯
氏
を
囲
む
日
本
仏
教
の
若
手
研
究
者
の
交

流
の
場
と
し
て
発
足
し
、
毎
年
夏
期
に
宗
教
に
関
わ
る
史
跡
の
巡

検
を
行
っ
て
き
た
。
小
規
模
な
が
ら
、
三
十
年
近
い
歴
史
が
あ
る
。

今
年
は
、
台
湾
や
中
国
本
土
で
仏
教
寺
院
を
中
心
に
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
、
現
地
に
明
る
い
愛
知
学
院
大
学
の
蓑
輪
顕
量

氏
の
企
画
で
あ
る
。
日
本
仏
教
の
ル
ー
ツ
で
あ
っ
た
中
国
の
仏
教

に
つ
い
て
、
本
土
か
ら
台
湾
へ
と
伝
わ
っ
た
現
代
の
台
湾
仏
教
を

体
験
す
る
と
共
に
、
台
湾
の
歴
史
的
な
文
物
を
見
学
す
る
と
い
う
。

参
加
者
は
、
中
尾
・
蓑
輪
両
氏
の
他
に
、
大
石
雅
章
（
鳴
門
教
育

現
代
台
湾
宗
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参
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記

現
代
台
湾
宗
教
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記
（
寺
尾
）

大
学
）
・
馬
田
綾
子
（
梅
花
女
子
大
学
）
・
原
田
正
俊
（
関
西
大
学
）
・

曽
根
原
理
（
東
北
大
学
）
・
石
田
智
宏
（
興
隆
学
林
専
門
学
校
）
・

菊
地
大
樹
（
東
京
大
学
）
の
諸
氏
に
筆
者
を
含
め
、
総
勢
九
名
と

な
っ
た
。
何
れ
も
見
知
っ
た
顔
ば
か
り
で
あ
る
。

八
月
一
日
関
東
方
面
か
ら
の
参
加
者
は
、
成
田
空
港
か
ら
午
前

九
時
二
十
分
発
の
エ
ア
ー
ニ
ッ
ポ
ン
二
一
○
三
便
に
て
台
北
へ
向

か
う
。
集
合
時
刻
は
二
時
間
前
で
あ
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
成
田

に
前
泊
で
あ
っ
た
。
関
西
方
面
か
ら
の
参
加
者
は
、
関
西
空
港
か

ら
午
前
十
時
発
の
日
本
ア
ジ
ア
航
空
二
二
便
で
あ
る
。
台
北
の

西
方
約
四
十
キ
ロ
に
あ
る
桃
園
国
際
空
港
に
着
陸
し
た
の
は
十
二

時
頃
、
日
本
と
の
時
差
は
一
時
間
で
あ
る
。
真
夏
の
日
本
か
ら
と

寺
尾
英

智

－1－



空
港
で
関
西
組
と
顔
合
わ
せ
を
し
た
後
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
三

峡
鎮
に
向
か
う
。
三
峡
渓
に
架
か
る
長
福
橋
の
前
で
バ
ス
を
降
り
、

屋
台
が
並
ぶ
橋
を
徒
歩
で
渡
る
と
道
教
の
祖
師
廟
で
あ
る
（
写
真

１
）
。
こ
の
廟
に
祀
ら
れ
る
清
水
祖
師
は
、
河
南
開
封
の
人
で
本

名
を
陳
昭
応
と
い
い
、
福
建
省
安
渓
県
の
出
身
者
は
皆
祖
師
と
し

て
崇
敬
す
る
と
い
う
。
廟
は
清
朝
乾
隆
三
十
四
年
（
一
七
六
九
）

に
創
建
さ
れ
た
後
、
道
光
十
三
年
（
一
八
三
三
）
、
光
緒
二
十
五

年
（
一
八
九
九
）
、
そ
し
て
民
国
三
十
六
年
（
一
九
四
七
）
と
再

建
さ
れ
て
き
た
。
特
に
民
国
三
十
六
年
か
ら
の
再
建
で
は
、
李
梅

樹
（
一
九
○
二
～
八
三
）
が
半
生
を
か
け
て
建
物
の
石
柱
や
石
壁

に
彫
刻
を
行
い
、
見
事
で
あ
る
。
柱
の
彫
刻
ば
か
り
で
な
く
、
ど

の
壁
面
も
壁
画
と
も
い
う
べ
き
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
一
つ

ひ
と
つ
施
主
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
い
か
に
人
び
と
の
信
仰

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
感
じ
ら
れ
る
。
観
光
客
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
参
詣
の
人
も
多
い
。
建
物
の
一
角
に
参
詣
者
が
お
供
え
用
の

は
い
え
、
亜
熱
帯
の
《

六
度
を
指
し
て
い
た
。

亜
熱
帯
の
台
湾
は
や
は
り
暑
い
。
温
度
計
は
摂
氏
三
十

現
代
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湾
宗
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参
観
記
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尾
）
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紙
銭
を
自
分
で
燃
や
す
た
め
の
窯
が
あ
り
、
目
を
引
い
た
。
ち
な

み
に
、
供
物
の
果
物
は
、
参
詣
者
が
自
分
で
洗
っ
て
供
え
、
そ
の

後
持
ち
帰
っ
て
皆
で
食
べ
る
。
種
が
多
く
食
べ
づ
ら
い
物
は
不
可

で
あ
る
と
い
う
。

祖
師
廟
を
出
て
、
日
本
統
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
レ
ン
ガ
造
り

の
商
店
が
並
ぶ
老
街
を
散
策
す
る
。
通
り
の
中
程
に
も
、
興
隆
宮

と
い
う
道
教
の
寺
院
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
天
上
聖
母
、
い
わ
ゆ
る

ま
そ
蠣
祖
を
祀
っ
て
い
る
。
蠣
祖
は
航
海
・
漁
業
の
守
護
神
と
し
て
、

福
建
省
出
身
者
が
多
い
台
湾
で
は
各
地
で
広
く
信
仰
を
集
め
て
い

る
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
葬
儀
の
時
に
燃
や
す
紙
製
の
家
財
道
具

が
あ
っ
た
。
二
階
建
て
の
邸
宅
や
乗
用
車
、
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、

タ
ン
ス
、
洋
服
、
宝
石
、
携
帯
電
話
、
果
て
は
ド
ル
や
円
な
ど
、

現
世
の
物
は
何
で
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
燃
や
す
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
物
は
陽
（
生
）
か
ら
陰
（
死
）
の
世
界
へ
と
送
ら
れ
る
と
い

》
っ
。

こ
の
後
、
板
橋
市
の
林
本
源
園
邸
に
向
か
う
。
乾
隆
四
十
三
年

（
一
七
七
八
）
福
建
省
潭
州
か
ら
台
湾
に
移
住
し
、
巨
万
の
富
を

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）

八
月
二
日
午
前
中
は
台
北
市
内
を
巡
る
。
先
ず
訪
れ
た
の
は
、

儒
教
の
孔
子
廟
で
あ
る
。
市
内
の
富
豪
が
土
地
を
提
供
し
、
各
界

に
寄
付
を
募
っ
て
建
立
さ
れ
た
が
、
現
在
は
台
北
市
政
府
の
管
轄

築
い
た
林
氏
が
、
道
光
二
十
七
年
（
一
八
四
七
）
か
ら
三
代
に
亘
っ

て
造
営
し
た
大
邸
宅
で
あ
る
。
庭
園
を
含
む
敷
地
面
積
は
約
一
万

三
千
坪
、
建
築
面
積
は
約
三
千
七
百
坪
に
及
ぶ
。
台
北
県
第
二
級

古
蹟
と
し
て
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
夏
の
ス
コ
ー
ル
が
あ

り
大
変
蒸
し
暑
い
中
、
建
物
を
巡
っ
た
。

こ
の
日
の
宿
泊
は
、
台
北
市
街
北
部
の
丘
の
上
に
そ
び
え
る
円

山
大
飯
店
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
日
本
統
治
時
代
に
台
湾
神
社
が
あ

り
、
そ
の
跡
に
当
初
は
迎
賓
館
と
し
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
ツ

イ
ン
ル
ー
ム
は
ス
ウ
ィ
ー
ト
ル
ー
ム
か
と
思
う
ほ
ど
の
広
さ
で
あ
っ

た
。
翌
朝
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
弓
シ
宅
固
冒
三
（
高
さ
五
○
八
メ
ー

ト
ル
）
を
望
む
。
新
都
心
の
こ
の
ビ
ル
は
世
界
一
の
高
さ
を
誇
り
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
台
湾
経
済
の
発
展

を
象
徴
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
ろ
う
。
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で
あ
り
、
民
国
八
十
一
年
（
一
九
九
二
）
国
家
第
三
級
古
蹟
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
建
築
は
山
東
省
曲
阜
の
孔
子
廟
を
模
範
と
し
、

福
建
省
潭
州
及
び
泉
州
の
孔
子
廟
を
模
し
た
と
い
う
。
中
心
と
な

る
大
成
殿
は
、
清
水
祖
師
廟
と
同
様
、
外
観
。
内
部
共
に
き
ら
び

や
か
な
も
の
で
あ
る
（
写
真
２
）
。
建
物
の
諸
所
に
は
陶
器
に
よ

る
様
々
な
装
飾
が
施
さ
れ
れ
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

細
部
を
楽
し
む
余
裕
も
な
か
っ
た
の
で
、
売
店
で
図
録
『
台
北
孔

子
廟
交
趾
陶
之
美
』
を
購
入
し
た
。
日
本
の
湯
島
聖
堂
の
諸
建
築

が
黒
一
色
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
好
対
照
で
あ
る
。

大
成
殿
に
は
、
中
央
に
孔
子
、
左
右
に
顔
淵
・
孟
子
な
ど
の
亜

聖
十
二
名
、
大
成
殿
の
左
右
に
建
て
ら
れ
た
東
廉
と
西
廉
に
は
、

孔
子
の
弟
子
と
歴
代
の
賢
人
百
五
十
四
名
を
祀
っ
て
い
る
。
ま
た
、

大
成
殿
の
後
ろ
に
あ
る
崇
聖
祀
に
も
、
孔
子
の
先
祖
や
先
聖
の
父

兄
十
五
名
を
祀
る
。
祀
り
方
は
、
日
本
の
寺
院
に
お
い
て
江
戸
時

代
の
歴
代
将
軍
の
位
牌
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
装
飾
が
施
さ

れ
た
位
牌
で
あ
る
。
「
昌
聖
王
伯
夏
公
神
位
」
「
先
賢
牧
虐
神
位
」

と
い
う
よ
う
に
、
全
て
「
神
位
」
号
で
あ
る
。
道
教
寺
院
の
様
に

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）
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参
詣
者
が
線
香
を
供
え
る
香
炉
や
、
同
様
に
灯
明
や
供
物
を
供
え

る
台
も
見
当
た
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
販
売
す
る
所
も
な
い
よ
う
で
あ

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
雑
然
と
し
た
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
は
な
く
、

境
内
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
落
ち
着
い
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、

夏
休
み
の
子
供
た
ち
が
、
楽
器
を
持
っ
て
祭
礼
の
練
習
に
集
ま
っ

て
い
た
。
孔
子
の
誕
生
日
で
あ
る
九
月
二
十
八
日
は
学
校
が
休
日

と
な
り
、
早
朝
五
時
か
ら
誕
生
を
祝
う
祭
礼
が
行
わ
れ
る
。

孔
子
廟
と
通
り
を
隔
て
た
北
側
に
あ
る
保
安
宮
は
、
道
教
の
寺

院
で
あ
る
。
清
水
廟
や
龍
山
寺
（
後
述
）
と
共
に
、
台
北
市
の
三

大
名
刹
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
医
療
の
神
で
あ
る
保
生
大
帝
を
主

神
に
祀
っ
て
い
る
。
こ
の
神
は
、
十
世
紀
に
実
在
し
た
名
医
呉
本

で
、
福
建
省
泉
州
府
同
安
県
の
人
で
あ
る
。
き
ら
び
や
か
な
建
物

は
、
嘉
慶
十
年
（
一
八
○
五
）
に
創
建
さ
れ
、
同
治
七
年
（
一
八

六
八
）
、
民
国
八
年
（
一
九
一
九
）
と
重
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
入
り
口
で
は
、
線
香
や
灯
明
な
ど
の
お
参
り
用
品
一
式

を
セ
ッ
ト
に
し
て
販
売
し
て
お
り
、
十
ヶ
所
の
香
炉
に
そ
れ
ぞ
れ

線
香
を
あ
げ
て
参
拝
す
る
よ
う
に
案
内
板
が
あ
る
。
正
面
の
三
川

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）

殿
に
天
公
炉
、
中
央
の
正
殿
に
保
生
大
帝
炉
、
右
手
の
東
護
室
に

天
上
聖
母
殿
、
左
手
の
西
護
室
に
註
生
娘
娘
殿
、
背
後
の
後
殿
に

神
農
殿
・
解
祭
壇
・
玄
天
殿
・
保
恩
堂
、
更
に
そ
の
後
ろ
の
後
棟

三
楼
に
大
雄
宝
殿
、
後
棟
四
楼
に
凌
霄
宝
殿
と
な
っ
て
い
る
。
解

祭
壇
で
は
、
鶏
肉
・
卵
と
い
っ
た
特
別
な
供
物
も
捧
げ
ら
れ
て
い

た
（
写
真
３
）
。

次
い
で
国
立
故
宮
博
物
院
で
あ
る
。
世
界
四
大
博
物
館
の
一
つ

と
し
て
名
高
い
本
院
は
、
清
朝
宮
廷
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に

六
十
五
万
余
点
を
収
蔵
す
る
。
書
道
で
必
ず
学
ぶ
書
聖
た
ち
、
東

晋
の
王
義
之
（
三
○
三
～
六
一
）
や
唐
の
孫
過
庭
（
六
四
八
頃
～

七
○
三
）
、
顔
真
卿
（
七
○
九
～
八
五
）
な
ど
の
作
品
も
、
み
な

本
院
に
所
蔵
さ
れ
る
。
一
時
間
余
り
で
は
入
り
口
に
立
っ
た
に
過

ぎ
な
い
が
、
致
し
方
な
い
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
図
録

『
妙
華
生
花
ｌ
故
宮
所
蔵
の
書
画
と
文
献
資
料
（
日
本
語
）
』
を
購

入
し
、
次
回
の
訪
問
に
備
え
る
こ
と
に
し
た
。

昼
食
は
、
法
鼓
山
の
信
徒
が
経
営
す
る
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

精
進
料
理
を
い
た
だ
く
。
そ
し
て
、
台
北
か
ら
数
十
キ
ロ
の
距
離
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台
湾
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に
あ
る
金
山
郷
三
界
村
の
法
鼓
山
に
向
か
う
。
こ
の
訪
問
は
、
今

回
の
旅
行
の
眼
目
の
一
つ
で
あ
る
。

法
鼓
山
は
現
代
台
湾
仏
教
を
代
表
す
る
大
寺
院
の
一
つ
で
あ
り
、

日
本
に
お
け
る
よ
う
な
宗
派
を
形
成
し
な
い
台
湾
仏
教
に
お
い
て

は
、
一
つ
の
教
団
で
あ
る
と
言
っ
て
も
良
い
規
模
と
組
織
を
も
っ

て
い
る
。
現
在
、
国
内
に
は
台
北
市
を
は
じ
め
台
中
市
、
台
南
市

な
ど
に
十
の
分
院
、
五
十
余
り
の
修
行
所
、
事
務
所
、
連
絡
拠
点

が
あ
り
、
海
外
に
も
米
国
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
の
東
初
禅
寺
を
は
じ
め

北
米
に
八
、
ア
ジ
ア
に
三
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
一
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
二
の
分
会
或
い
は
連
絡
所
が
あ
る
。
本
部
で
あ
る
法
鼓
山
に

は
中
華
仏
学
研
究
所
、
僧
尼
養
成
の
法
鼓
山
僧
伽
大
学
、
一
般
人

の
法
鼓
大
学
を
擁
し
、
台
北
市
に
中
華
仏
教
文
化
館
、
農
禅
寺
な

ど
が
あ
る
。
日
本
の
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
巻
～
第
五
十
五

巻
・
第
八
十
五
巻
及
び
『
卍
続
蔵
教
』
第
一
冊
～
第
八
十
八
冊
を

い
ち
早
く
電
子
デ
ー
タ
化
し
て
仏
教
研
究
に
貢
献
し
て
い
る
「
電

子
仏
典
集
成
」
を
作
成
し
た
中
華
電
子
仏
典
協
会
（
○
巨
口
閉
①

国
巨
量
富
里
国
ｇ
言
○
口
旨
弓
の
営
少
閉
２
国
は
○
口
略
し
て
○
国
因
弓
シ
）
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も
、
法
鼓
山
に
よ
る
組
織
で
あ
る
。
な
お
、
中
華
電
子
仏
典
協
会

に
は
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
、
先
行

し
て
開
始
さ
れ
た
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
で
あ
る
大
蔵
経
テ

キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
命
シ
弓
）
も
、
全
面
的
に
協
力

し
て
い
る
。

創
設
者
の
聖
厳
法
師
は
、
民
国
十
九
年
（
一
九
三
○
）
に
江
蘇

省
保
康
で
生
ま
れ
、
幼
時
に
出
家
す
る
も
従
軍
。
戦
後
、
国
共
内

戦
の
た
め
民
国
三
十
八
年
（
一
九
四
九
）
に
台
湾
に
渡
り
、
民
国

四
十
八
年
（
一
九
五
九
）
に
東
初
老
人
に
つ
い
て
再
出
家
す
る
。

師
の
東
初
老
人
も
、
中
国
本
土
か
ら
民
国
三
十
八
年
に
台
湾
へ
と

渡
っ
た
僧
で
あ
る
。
民
国
五
十
八
年
（
一
九
六
九
）
に
は
立
正
大

学
に
留
学
し
、
台
湾
の
僧
侶
で
初
め
て
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得

し
た
。
そ
の
後
、
米
国
で
布
教
に
従
事
す
る
が
、
民
国
六
十
六
年

（
一
九
七
七
）
に
師
が
入
寂
し
た
た
め
、
台
湾
に
帰
っ
て
農
禅
寺

と
中
華
仏
教
文
化
館
を
継
承
す
る
。
民
国
七
十
八
年
（
一
九
八
九
）

に
は
法
鼓
山
を
創
設
し
、
現
在
の
大
伽
藍
は
民
国
九
十
四
年
（
二

○
○
五
）
に
正
式
開
山
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
法
鼓
山
と
い

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）

う
名
称
は
、
『
法
華
経
』
化
城
嶮
品
の
「
唯
願
天
人
尊
転
無
上

法
輪
撃
干
大
法
鼓
而
吹
大
法
螺
普
雨
大
法
雨
度
無
量
衆

生
我
等
威
帰
請
当
演
深
遠
音
」
に
由
来
す
る
。

中
国
大
陸
の
仏
教
は
、
宋
代
以
降
、
禅
と
念
仏
が
融
合
さ
れ
た

禅
宗
と
し
て
発
展
し
、
日
本
に
も
江
戸
時
代
に
黄
檗
宗
と
し
て
伝

わ
っ
て
い
る
。
法
鼓
山
は
、
聖
厳
法
師
や
東
初
老
人
の
履
歴
に
明

ら
か
な
よ
う
に
、
戦
後
に
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
仏
教
が
台
湾

で
新
た
に
展
開
し
た
「
漢
伝
仏
教
」
で
あ
る
。
基
本
的
に
出
家
主

義
で
あ
り
、
そ
の
点
で
現
在
の
日
本
仏
教
の
各
宗
と
は
異
な
っ
て

お
り
、
韓
国
の
曹
渓
宗
な
ど
と
近
し
い
と
思
わ
れ
る
。

台
湾
仏
教
に
お
い
て
は
、
沙
弥
（
尼
）
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
六
十
歳
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
二
年
間
の
修
業
を
経
て
具
足

戒
を
受
け
沙
門
（
尼
）
と
な
る
。
た
だ
し
、
具
足
戒
を
受
け
ら
れ

る
の
は
三
十
五
歳
ま
で
（
四
十
歳
で
あ
っ
た
時
期
も
あ
る
）
で
あ

る
。
法
鼓
山
で
は
、
沙
門
（
尼
）
と
な
っ
て
三
十
年
で
定
年
と
な

り
、
寺
院
に
お
け
る
様
々
な
役
割
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
由
な
立
場

と
な
る
。
年
老
い
た
り
病
気
と
な
っ
た
僧
尼
は
、
看
護
組
に
よ
っ
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て
看
護
さ
れ
る
。
看
護
組
は
、
若
い
僧
尼
が
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
務

め
る
と
い
う
。

法
鼓
仏
教
研
修
学
院
校
長
で
あ
る
恵
敏
師
の
出
迎
え
を
受
け
、

法
鼓
山
の
歩
み
の
説
明
の
後
、
図
書
館
を
は
じ
め
山
内
の
伽
藍
を

見
学
し
た
。
山
内
に
居
住
す
る
僧
尼
は
、
学
生
も
含
め
て
二
百
名

ほ
ど
で
あ
る
と
い
う
。
民
国
九
十
五
年
（
二
○
○
六
）
に
完
成
し

た
大
梵
鐘
は
、
日
本
の
高
岡
市
で
鋳
造
し
た
も
の
で
、
梵
鐘
全
面

に
『
法
華
経
』
の
全
文
が
鋳
込
ま
れ
て
い
る
。
聖
厳
法
師
と
立
正

大
学
大
学
院
で
同
学
で
あ
っ
た
桐
谷
征
一
氏
な
ど
が
、
開
眼
法
要

に
出
席
さ
れ
て
い
る
（
写
真
４
）
。
恵
敏
師
は
東
京
大
学
に
留
学

し
て
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
お
り
、
国
立
台
北
芸
術
大
学

教
授
、
ま
た
中
華
仏
学
研
究
所
の
副
所
長
で
も
あ
り
、
学
者
と
し

て
も
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

翌
日
の
出
発
ま
で
、
秀
薗
さ
ん
が
我
々
の
世
話
役
を
務
め
て
く

れ
た
。
彼
女
は
法
鼓
山
の
信
徒
で
、
日
本
に
留
学
経
験
が
あ
る
公

立
学
校
の
教
師
で
あ
る
と
い
う
。
休
暇
が
取
れ
る
と
き
に
二
日
、

三
日
、
或
い
は
数
週
間
と
、
年
に
何
度
か
法
鼓
山
に
来
て
は
、
ボ

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）

写真4
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ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
様
々
な
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
。
山
内
の

多
く
の
仕
事
は
、
こ
の
よ
う
な
在
俗
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て

担
わ
れ
て
お
り
、
滞
在
で
き
る
期
間
や
能
力
に
よ
り
、
そ
の
時
々

に
様
々
な
こ
と
を
担
当
す
る
と
い
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

宿
舎
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

宿
泊
は
、
山
内
に
あ
る
外
来
研
究
者
用
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
が
特
別

に
用
意
さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
部
屋
で
あ
っ
た
。

宿
泊
で
き
る
部
屋
の
中
で
、
個
々
に
冷
房
が
完
備
さ
れ
た
部
屋
は

こ
こ
だ
け
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
あ
り
が
た
い
。
夕
食
は
寺
外
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
場
所
を
移
し
、
法
鼓
山
に
よ
る
歓
迎
の
晩
餐
会
と

な
っ
た
。
恵
敏
師
を
は
じ
め
主
要
な
方
々
が
出
席
さ
れ
、
台
湾
仏

教
に
つ
い
て
色
々
と
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

八
月
三
日
日
の
出
前
に
起
床
し
、
五
時
四
十
五
分
か
ら
大
雄
宝

殿
で
行
わ
れ
る
坐
禅
に
参
加
す
る
（
写
真
５
）
。
秀
蘭
さ
ん
も
滞

在
中
は
毎
朝
参
禅
す
る
と
の
こ
と
で
、
一
般
の
信
徒
も
多
い
。
六

時
か
ら
は
朝
勤
で
あ
る
。
須
弥
壇
に
は
中
央
に
釈
尊
、
右
に
薬
師

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）

唾

写真5

－9－



如
来
、
左
に
阿
弥
陀
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
礼
拝
な
ど
、
周
囲

の
信
徒
の
動
作
に
合
わ
せ
て
行
う
。
六
時
四
十
五
分
か
ら
、
朝
食

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
精
進
料
理
で
あ
る
。
恵
敏
師
、
さ
ら
に
昨
晩

帰
山
し
た
と
い
う
果
暉
師
を
囲
み
、
台
湾
仏
教
や
法
鼓
山
に
つ
い

て
話
が
は
ず
ん
だ
。
果
暉
師
は
、
立
正
大
学
に
留
学
し
て
文
学
博

士
の
学
位
を
取
得
し
、
亜
洲
大
学
の
助
理
教
授
で
あ
る
。
法
鼓
山

で
は
副
住
持
の
役
職
に
あ
り
、
恵
敏
法
師
と
同
様
に
広
く
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
日
本
の
学
会
で
も
し
ば
し
ば
研
究
発
表
さ
れ
て
い
る

（
写
真
６
）
。

皆
さ
ん
の
見
送
り
を
受
け
て
法
鼓
山
を
辞
去
し
、
午
前
中
に
台

北
市
内
に
戻
っ
て
国
立
台
湾
大
学
へ
と
向
か
う
。
台
湾
大
学
は
、

日
本
統
治
時
代
の
一
九
二
八
年
に
創
立
さ
れ
た
台
北
帝
国
大
学
を

前
身
と
す
る
。
日
本
語
文
学
系
の
林
立
洋
副
教
授
の
出
迎
え
を
受

け
、
図
書
館
を
見
学
す
る
。
林
女
史
は
名
古
屋
大
学
に
留
学
さ
れ

て
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
て
お
り
、
日
本
語
の
語
彙
論
を

専
門
と
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
の
蔵
書
数
は
三
○
○
万
冊
余
り
、

台
北
帝
大
時
代
の
各
種
調
査
研
究
資
料
を
は
じ
め
、
台
湾
の
人
類

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）
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い
の
う
か
の
り

学
的
研
究
の
先
駆
者
伊
能
嘉
矩
（
一
八
六
七
～
一
九
二
五
）
の
資

料
を
収
め
た
伊
能
文
庫
や
台
湾
古
拓
碑
等
の
貴
重
資
料
を
所
蔵
す

る
。
貴
重
書
室
に
は
、
室
町
時
代
書
写
の
『
日
本
書
紀
』
や
絵
巻

物
な
ど
日
本
の
古
典
籍
、
清
朝
嘉
慶
元
年
（
一
七
九
六
）
の
岸
裡

大
社
文
書
な
ど
台
湾
の
古
文
書
、
そ
の
他
古
版
本
等
を
収
蔵
し
て

お
り
、
特
別
に
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
７
）
。

午
後
は
、
仏
光
山
台
北
道
場
を
訪
問
し
た
。
仏
光
山
は
、
法
鼓

山
と
同
様
に
現
代
台
湾
仏
教
を
代
表
す
る
大
寺
院
で
あ
る
。
創
始

者
の
星
雲
大
師
は
、
民
国
十
六
年
（
一
九
二
七
）
に
中
国
本
土
で

生
ま
れ
、
国
共
内
戦
の
影
響
で
民
国
三
十
八
年
（
一
九
四
九
）
に

台
湾
へ
渡
っ
て
き
た
。
そ
し
て
民
国
五
十
六
年
（
一
九
六
七
）
に

仏
光
山
の
第
一
歩
を
、
台
湾
第
二
の
都
市
で
あ
る
高
雄
市
の
郊
外

に
築
く
。
現
在
、
国
内
に
四
百
八
十
、
海
外
に
百
七
十
の
支
部
等

が
あ
る
。
僧
尼
養
成
の
仏
学
院
の
他
に
、
一
般
大
学
と
し
て
仏
光

大
学
を
設
置
し
て
い
る
。

台
北
道
場
は
十
四
階
建
ビ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
十
四
階
の
如
来

殿
（
本
堂
）
、
十
二
階
の
禅
堂
・
斎
堂
を
は
じ
め
、
美
術
館
・
放

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）

一
軍
》
哩
唖
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《
軍
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Ｆ
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写真7

鍵蕊鍵蕊譲灘灘議議溌

－11－



送
ス
タ
ジ
オ
や
事
務
所
、
講
義
室
な
ど
関
係
施
設
が
網
羅
さ
れ
て

い
る
（
一
～
四
階
、
六
階
、
七
階
は
一
般
の
オ
フ
ィ
ス
等
が
入
居
）
。

如
来
殿
に
は
、
須
弥
壇
上
の
中
央
に
毘
盧
舎
那
仏
、
右
に
宝
生
仏

（
南
方
）
と
阿
閤
仏
（
東
方
）
、
左
に
阿
弥
陀
仏
（
西
方
）
と
不
空

成
就
仏
（
北
方
）
を
祀
り
、
須
弥
壇
に
続
く
左
右
の
壁
に
は
文
殊
・

普
賢
菩
薩
が
描
か
れ
る
。
こ
の
他
、
右
脇
壇
に
は
観
世
音
菩
薩
が
、

左
脇
壇
に
は
地
蔵
菩
薩
が
祀
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
祈
願
、
故
人
の
供

養
が
行
わ
れ
る
（
写
真
８
）
。
堂
内
の
床
面
は
、
日
蓮
宗
の
本
堂

の
様
に
経
席
な
ど
の
仏
具
が
種
々
置
か
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、

須
弥
壇
前
に
若
干
の
仏
具
が
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
あ
と
は
広
々

と
し
た
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
鼓
山
の
大
雄
宝
殿
や
、

韓
国
海
印
寺
の
大
雄
宝
殿
な
ど
も
同
様
で
あ
っ
た
。

法
鼓
山
が
学
術
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
仏
光
山

は
文
化
活
動
に
重
点
を
置
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

一
般
向
け
の
文
化
講
座
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に

渡
っ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る
新
聞
社
主
催
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
の
様
で
あ
る
。
開
講
中
の
講
座
も
覗
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）
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案
内
し
て
頂
い
た
妙
月
尼
を
は
じ
め
、
こ
の
道
場
に
い
る
出
家

者
は
全
て
尼
僧
で
あ
る
。
仏
光
山
で
は
、
道
場
に
よ
っ
て
僧
と
尼

が
分
か
れ
て
お
り
、
台
北
は
尼
僧
で
あ
る
と
い
う
。
出
家
者
は
全

部
で
千
四
百
人
位
、
こ
の
内
尼
僧
が
千
百
人
、
僧
が
三
百
人
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
尼
僧
が
増
加
し
た
の
は
、
こ
こ
十
年
程
位
の
傾

向
で
あ
る
。
従
前
の
台
湾
社
会
で
は
、
女
性
に
高
等
教
育
は
必
要

な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
む
し
ろ
教
育
が
重
要
視
さ
れ
て

お
り
、
出
家
す
る
と
教
育
費
用
が
掛
か
ら
な
い
た
め
、
女
性
の
自

己
実
現
の
一
つ
と
し
て
出
家
す
る
人
も
あ
る
と
い
う
。
二
十
歳
前

後
で
出
家
し
、
大
学
卒
業
後
、
仏
学
院
で
仏
教
を
専
門
的
に
研
鎖

す
る
。
四
年
間
の
学
問
研
鎖
が
終
了
す
る
と
、
自
分
の
希
望
し
た

場
所
で
具
体
的
な
活
動
に
就
く
が
、
三
年
（
海
外
で
は
五
年
か
ら

十
年
）
で
定
期
的
に
移
動
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

八
月
四
日
法
鼓
山
や
仏
光
山
は
戦
後
新
た
に
展
開
し
た
現
代
仏

教
で
あ
っ
た
が
、
最
終
日
に
訪
れ
た
龍
山
寺
は
対
照
的
に
台
北
で

最
も
古
い
寺
院
で
あ
る
。
乾
隆
三
年
（
一
七
三
八
）
に
着
工
し
、

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）

同
五
年
に
落
成
し
た
と
い
う
。
数
回
の
大
改
修
の
後
、
民
国
三
十

四
年
（
一
九
四
五
）
の
空
襲
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、

民
国
四
十
二
年
（
一
九
五
三
）
に
再
建
修
復
さ
れ
た
（
写
真
９
）
。

現
在
は
委
員
会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
お
り
、
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
も
財
団
法
人
台
北
市
艤
岬
龍
山
寺
と
記
さ
れ
る
。

堂
宇
は
祖
師
廟
や
孔
子
廟
、
保
安
宮
と
軌
を
一
に
す
る
き
ら
び

や
か
な
も
の
で
あ
る
。
中
央
の
円
通
宝
殿
に
は
本
尊
の
観
世
音
菩

薩
を
祀
る
が
、
後
殿
に
は
天
上
聖
母
（
蛎
祖
）
、
文
昌
帝
君
、
関

聖
帝
君
な
ど
、
道
教
の
諸
神
を
祀
っ
て
い
る
。
参
拝
者
で
賑
わ
い
、

ま
さ
に
庶
民
信
仰
の
寺
と
い
っ
た
趣
で
、
東
京
で
言
え
ば
浅
草
観

音
や
巣
鴨
の
と
げ
抜
き
地
蔵
、
柴
又
帝
釈
天
な
ど
の
縁
日
を
想
起

さ
せ
る
（
写
真
如
）
。
何
か
の
縁
日
で
あ
ろ
う
、
円
通
宝
殿
内
で

は
黒
の
道
服
を
纏
っ
た
大
勢
の
信
徒
達
に
よ
っ
て
法
要
が
行
わ
れ

て
お
り
、
『
阿
弥
陀
経
』
が
読
謂
さ
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
が
女

性
の
よ
う
で
、
僧
尼
と
思
わ
れ
る
人
物
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

境
内
の
一
角
に
は
、
経
本
や
信
仰
を
勧
め
る
書
籍
な
ど
が
多
数
置

か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
無
料
の
施
本
で
あ
る
。
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い
よ
い
よ
帰
国
。
桃
園
国
際
空
港
か
ら
、
関
東
方
面
の
参
加
者

は
午
後
三
時
十
分
発
成
田
空
港
行
き
エ
ア
ー
ニ
ッ
ポ
ン
一
二
一
○

便
、
関
西
方
面
の
参
加
者
は
午
後
四
時
四
十
分
発
関
西
空
港
行
き

日
本
ア
ジ
ア
航
空
二
一
二
便
で
あ
る
。
関
西
方
面
の
参
加
者
よ
り

一
足
先
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
地
下
鉄
で
台
北
駅
ま
で
行
き
、
リ

ム
ジ
ン
バ
ス
で
空
港
に
向
か
う
。
予
定
通
り
の
フ
ラ
イ
ト
で
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
た
四
日
間
で
あ
っ
た
。
企
画
さ
れ
た
蓑
輪
氏
、
そ

し
て
法
鼓
山
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
関
係
諸
氏
に

改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
、
『
法
鼓
山
（
日
本
語
版
）
」
、
『
仏
光

山
台
北
道
場
導
覧
手
冊
」
を
は
じ
め
各
寺
廟
発
行
の
案
内
書
等

を
参
照
し
た
。
な
お
、
台
湾
の
現
代
仏
教
に
つ
い
て
は
、
蓑
輪

顕
量
氏
が
「
台
湾
に
お
け
る
修
行
「
仏
七
」
と
門
派
化
の
進
む

寺
院
Ｉ
西
蓮
浄
苑
・
慧
日
講
堂
・
南
普
陀
寺
・
霊
巌
山
寺
・
仏

光
山
ｌ
」
（
『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要
人
間
文

付
記

現
代
台
湾
宗
教
参
観
記
（
寺
尾
）

化
』
第
二
一
号
、
平
成
十
八
年
）
、
「
台
湾
の
現
代
仏
教
ｌ
拠
点

寺
院
の
門
派
化
と
そ
の
存
在
形
態
ｌ
」
（
『
パ
ー
リ
学
仏
教
文
化

学
』
第
二
○
号
、
平
成
十
八
年
）
等
の
論
考
に
お
い
て
詳
論
さ

れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。
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